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●主な内容
・コンビニ収納を開始します ･･････p. ２

・主な税制改正について ･･････p. ３～４

・市奨学生、高等学校奨学生募集 ･･････p. ５

・国民年金保険料納付が困難な方へ ･･････p. ８

平成21年　如月

2
No.35

２月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,735人（+34）　男21,922人（+17）　女21,813人（+17）・世帯数15,191世帯（+22）

　「平成21年つくばみらい市消防出初式」が１月11日、市総合運動公園で行われ、消防署員および消防団員が火
災などの災害に立ち向かう意志を新たにしました。
　消防団は、本業を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、地域の安全と安心を
守るために活躍している市の消防機関の一つで、日ごろから訓練を行い、消火活動、応急手当の普及や住宅への
防火指導など、消防署員の右腕となって市の消防力・防災力向上の役割を担っています。

“火災のないまち” を願う
～ 市消防出初式 ～

広
報
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平
成
21
年
度
か
ら
市
税
な
ど
が
コ
ン
ビ
ニ
、

　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も
納
付
で
き
ま
す
！

〜
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

お
気
軽
に
〜

●
コ
ン
ビ
二
か
ら
の
納
付

　

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
納
付

書
で
納
付
で
き
、
手
数
料
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
納
付
書
1
枚
に
つ
き
30
万
円
を　

超
え
る
場
合
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

（
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
あ
り
ま
せ
ん
）

②
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
お
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
上
水
・
下
水
道
料
金
は
、

　

納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
で
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
50
音
順
）

　

●
エ
ー
エ
ム･

ピ
ー
エ
ム

　

●
エ
ブ
リ
ワ
ン

　

●
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

　

●
く
ら
し
ハ
ウ
ス

　

●
コ
コ
ス
ト
ア　

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

　

●
サ
ー
ク
ル
Ｋ

　

平
成
21
年
４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
市
税
な
ど
の
納
付
書
が
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
窓
口
で
も
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
納
付
書
の
様
式
が
変
更
（
税
↓

ブ
ッ
ク
式
（
綴
込
み
）
か
ら
単
票
に
な
る
な
ど
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り

扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

●
サ
ン
ク
ス　

　

●
ス
パ
ー
北
海
道

　

●
ス
リ
ー
エ
イ
ト

　

●
ス
リ
ー
エ
フ　

　

●
生
活
彩
家

　

●
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

　

●
セ
ー
ブ
オ
ン

　

●
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

　

●
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

　

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

●
ポ
プ
ラ

　

●
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

　

●
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア

　

●
ロ
ー
ソ
ン

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い
て

は
、
３
月
号
で
詳
し
く
ご
説
明

し
ま
す
。

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便 

　

局
窓
口
か
ら
の
納
付

　

関
東
各
都
県
お
よ
び
山
梨
県
内
の

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
お
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
自

動
的
に
納
期
限
日
に
ご
指
定
口
座

か
ら
税
金
な
ど
が
引
落
し
さ
れ
る
の

で
、
出
か
け
る
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、指
定
の
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
窓
口
に
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
に
置
い
て
あ
る
ほ

か
、
市
税
納
税
通
知
書
（
軽
自
動
車

税
を
除
く
）
の
中
に
添
付
し
て
あ
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
預
貯
金
通
帳　

・
届
出
印

・
口
座
振
替
依
頼
書

●
口
座
振
替
口
座
の
変
更
・
解
約

▼
変
更
：
新
た
に
指
定
す
る
金
融
機

　

 

関
な
ど
へ
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
解
約
：
現
在
口
座
振
替
し
て
い
る

　

 

金
融
機
関
な
ど
へ
「
口
座
振
替
依

頼
書
・
解
約
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

預
貯
金
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
振

　　　納付書
　　　種　類

納付場所

●市税
・市県民税
・固定資産税
・軽自動車税
・国民健康保
　険税

●水道料金 ●下水道使用料金
・公共下水道
（※取手地方広域
下水道組合を除く）
・農業集落排水
・コミニティプラ
　ント

●介護保険料
　普通徴収分
（年金天引き
ではなく納付
書でお支払い
の方）

●後期高齢
　者医療保
　険料普通
　徴収分
（年金天引
きではなく
納付書でお
支払いの方）

・市役所窓口
・指 定 金 融
　機 関（※1）

○ ○ ○ ○ ○
・ゆうちょ銀行
・郵便局窓口 ○ ○ ○ ○ ○
・コンビニエ
　ンスストア ○ ○ ○ × ×

※１指定金融機関･･･ 常陽銀行、関東つくば銀行、茨城みなみ農協、茨城県信
用組合、茨城銀行、みずほ銀行、三井住友銀行、東日本
銀行、水戸信用金庫、結城信用金庫

● 

指
定
金
融
機
関
・
市
役

所
窓
口
か
ら
の
納
付

　

納
付
場
所
・
納
付
方
法
は
今
ま
で

ど
お
り
で
す
が
、
納
付
書
が
ブ
ッ
ク

式
か
ら
単
票
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
納
期
を
確
認
し
、
紛
失
や

二
重
納
付
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
で
も
納
付 

　

で
き
ま
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

★☆市税などの種類別納付方法★☆
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替
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
分

を
再
度
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
　

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

   

☎
58-

２
１
１
１
㈹

　  

○
市
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

伊
奈
庁
舎
税
務
課
・
収
納
対
策
室  

　

  （
内
線
１
１
４
１
〜
１
１
４
４
）

  

○
水
道
料
に
つ
い
て　
　
　
　

　

水
道
課(

水
道
事
業
所
内)

　
　
（
内
線
９
１
７
３
・
９
１
７
４
）

  

○
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て　

　

下
水
道
課(

小
絹
水
処
理
セ
ン　

　

タ
ー
内)

　
　
（
内
線
９
２
３
３
・
９
２
３
４
）

　  

○
介
護
保
険
料
に
つ
い
て　
　
　

　

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

   （
内
線
１
１
７
３
）

  

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

 （
内
線
１
１
８
３
）

   公的年金受給者の納税の利便性向上と徴収事務の効率化を図る観点から、現在、納付書や口座振替でお支払いい

ただいている市・県民税が、平成21年10月以降に支払われる公的年金から天引き（特別徴収）されることになります。

○対象者
　市･県民税の納税義務者であって、前年中に公的年金などの支払を受けた方のうち、当該年度の初日（４月１日）

に老齢基礎年金などの支払いを受けている65歳以上の方。

　ただし、次に該当される方は対象となりません。

　①　老齢基礎年金などの年額が18万円未満の方

　②　当該市町村の行う介護保険の特別徴収被保険者でない方

　③　当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金などの給付額の年額を超える方

○対象となる公的年金　老齢基礎年金など（老齢または退職を支給事由とする老齢等年金給付）
○徴収する税額　公的年金などのみに係る所得に対する所得割額および均等割額
   ※給与所得など公的年金以外の所得に係る税額は、別途に個別納付または給与天引きで徴収されます。

○徴収方法
　　                          《　平成21年度または新たに特別徴収の対象となる方　》

普通徴収(自分で納付) 特別徴収(年金から天引き)
徴収月 6月 8月 １０月 １２月 2月
税　額 年税額の１／４ずつを納付 年税額の１／６ずつを特別徴収

⑴年度前半においては、年税額の４分の１ずつを6月・8月に納付書や口座振替などご自分でお支払いいただく

　普通徴収となります。

⑵年度後半の10月・12月・２月の年金支払い時においては、年税額の６分の１ずつが年金から天引き（特別徴収）

　となります。

特別徴収(年金から天引き)
仮徴収 本徴収

徴収月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

税　額
前年度の下半期に徴収した額の１／３
ずつを特別徴収

年税額から仮徴収額を控除した額の１／３ずつ
を特別徴収

⑴上半期（４月・６月・８月）の年金支払い時においては、前年度の下半期（前年の１０月から翌年の３月） に

　特別徴収した額の３分の１ずつが仮徴収（年金から天引き）されます。

⑵下半期（１０月・１２月・２月）の年金支払い時においては、確定した当該年度の年税額から上半期に仮徴収

　した額を差し引いた額の３分の１ずつを、本徴収（天引き）します。

　①市・県民税の公的年金からの天引き（特別徴収）が始まります
平成21年度から改正される個人住民税の主な内容

 

ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
納
付
方
法
を

ご
利
用
に
な
っ
て
、
期
限

内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

  《　前年度も特別徴収だった方（平成22年度～）》
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放
課
後
子
ど
も
教
室
協
力
者

募 集

②　所 得 税 か ら 住 宅 ロ ー ン 控 除 額 を 引 き き れ な か っ た 方

　税源移譲に伴う所得税額の減少により、住宅ローン控除額が税源移譲前よりも減ってしまう場合があります。
　平成11年度から18年度末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で所得税から控除しきれなかった
額がある方は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。
　平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、3月16日㈪までに、平成21年1月1日現在お住まいの市
区町村へ「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

　◆申告書の提出方法
①所得税の確定申告をしない場合

　源泉徴収票（原本）を添付して、市で行う申告会場で申告してください。

②所得税の確定申告をする場合

　所得税の確定申告書とともに税務署または市で行う申告会場で申告してください。

③ 個 人 住 民 税 に お け る 寄 附 金 税 制 の 拡 充

申告が必要です！

　これまで市県民税の控除の対象となったのは、都道府県・市区町村への寄附金、住所地の共同募金会もしくは日本赤
十字社支部への寄附金でした。これらに加え、平成21年度からは、茨城県と市が、それぞれ条例で指定した法人など
への寄附金も控除の対象となりました。
　また、現行の控除方式は所得控除方式ですが、改正後は税額控除方式になり、適用限度額も10万円から5,000円へ
大きく引き下げられました。
◆寄附金控除の適用
　平成20年1月1日以後に行われた寄附から適用されます。

◆寄附金控除の手続き
　寄附金税額控除の対象となる法人などからの受領書を添付して、確定申告または市民税・県民税申告をしてください。

◎寄附金控除の計算方法
　①地方公共団体への寄附金に対する控除額

　　次のＡとＢの合計額を税額控除

　　Ａ （地方公共団体に対する寄附金－5,000円）×10％

　　Ｂ （地方公共団体に対する寄附金－5,000円）×（90％－所得税の税率）

　　　※Ｂの額は、個人住民税所得割額の10％が上限になります。

　②茨城県や市が条例で指定した法人などへの寄附金に対する控除額

　　・市が指定した対象となる寄附金のうち、5,000円を超える部分に６％を乗じた額を市民税から税額控除

　　・茨城県が指定した対象となる寄附金のうち、5,000円を超える部分に４％を乗じた額を県民税から税額控除

　　　※控除対象となる寄附金（都道府県・市区町村に対する寄附金以外の寄附との合計額）の限度額は、総所得金額などの30％です。

◆問い合わせ先　　
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58-2111
　　（内線1132 ～ 1134）

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
市
立
板
橋
小
学

校
、
市
立
小
絹
小
学
校
、
市
立
谷
原
小
学
校
、
県

立
伊
奈
養
護
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
放
課
後
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
社
会
性
や
自
主
性
、創
造
性
を
養
う
と
と
も
に
、

豊
か
な
心
や
た
く
ま
し
さ
な
ど
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

  「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
開
設
に
伴
い
、
そ
の

運
営
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
、
子
ど

　

 

も
た
ち
の
安
全
を
管
理
す
る
活
動
・
児
童
ク
ラ

ブ
指
導
へ
の
協
力

▼
場
所
＝
市
内
（
主
に
板
橋
小
学
校
、
小
絹
小
学

　

校
、
谷
原
小
学
校
、
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
活
動
日
・
活
動
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
各
学
校

　

と
調
整
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
生
涯
学
習
課
、
伊
奈
公
民
館
、 

谷

　

和
原
公
民
館
、
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

　

備
え
付
け
申
込
用
紙
を
提
出
ま
た
は
、
氏
名
・

　

性
別
・
住
所
・
電
話
・
年
齢
・
学
校
名
（
学
生

　

 

の
場
合
）
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
追
っ
て
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

☎ 

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
２
）

℻ 

52
‐
６
０
２
５ 

Ｅ
メ
ー
ル
＝Syougai-g01@city.tsukubam

irai.lg.jp

問
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奨　

   　

学　

   　

生

       

高 

等 

学 

校 

奨 

学 

生

 

平
成
21
年
度

　
市
で
は
、つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
金
貸
付
条
例
な
ど
に
基
づ
き
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
平
成
21
年
度

奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類
○

A
つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
生

B
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
等
学
校

　

奨
学
生

※
A
、
B
い
ず
れ
の
記
載
の
な

　

い
も
の
は
、
共
通
の
事
項
で
す
。

1  

申
請
資
格

A⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
専
修
学

　

校
（
専
門
課
程
）・
短
期
大
学
・

　

大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
方

⑶
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
学
業
優
秀

　

か
つ
品
行
方
正
で
あ
る
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑸
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

B⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
・
高
等
専
門
学
校
に
進
学
ま
た

　

は
在
学
す
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

（ 
※
１
）
A
の
⑷
、
B
の
⑶
の
連
帯

保
証
人
に
つ
い
て

　

連
帯
保
証
人
は
２
人
必
要
（
各
々
独

　

立
の
生
計
を
営
む
成
人
者
）

（
※
２
）
A
の
⑸
、
B
の
⑷
に
つ
い
て

〈
例
〉　

日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧

　

日
本
育
英
会
）、
茨
城
県
奨
学
生
、

　

母
子
福
祉
資
金
、寡
婦
福
祉
資
金
、

　

生
活
福
祉
資
金
（
茨
城
県
社
会
福

　

祉
協
議
会
）、
交
通
遺
児
育
英
会
、

　

あ
し
な
が
育
英
会
、
各
大
学
独
自

　

の
奨
学
金
な
ど
。（
併
願
不
可
）

２   

募
集
人
員
、
貸
与
月
額
お
よ
び

貸
与
期
間

　

左
表
の
と
お
り
で
す
。

区      分

A B
専 修 学 校
短 期 大 学
大            学

高   等   学   校
高等専門学校

募集人員 ５人 若干名

貸与月額 30,000円 20,000円

貸与期間
平成21年から在学する
学校の正規の修業期間

３ 

募
集
期
間

　

４
月
24
日
㈮
ま
で

４ 

申
請
手
続
き

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

５  

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

　

７
月
初
旬
に
、
教
育
委
員
会
で
の

選
考
結
果
を
本
人
あ
て
に
通
知

６  

奨
学
金
の
返
還

⑴
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、

A
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
10
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

B
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
起
算
し
て
６
月
を
経
過
し
た

　

後
、
15
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
返
還
猶
予

ア　

上
級
の
学
校
へ
入
学
し
た
と
き

イ　

病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ

　

り
、
返
還
が
困
難
で
あ
る
と
き

⑶
返
還
免
除

　

貸
与
を
受
け
た
方
が
死
亡
し
た
と

　お知らせします！ 就 学 援 助 制 度

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
様
式
は
、
学
校
教
育
課

ま
た
は
市
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
奨
学
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

⑵
奨
学
金
貸
与
申
請
者
推
薦
調
書

　
（
様
式
第
２
号
）

※
A
の
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業

　

し
た
高
等
学
校
長
か
ら
の
も
の

※ 

B
の
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業

し
た
中
学
校
長
か
ら
の
も
の

⑶
在
学
証
明
書
（
募
集
期
間
内
に
提
出

    

し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷
住
民
票
（
申
請
者
家
族
全
員
に
つ
い     

   

て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑸
所
得
証
明
書
（
主
た
る
家
計
維
持
者
）

※
平
成
20
年
源
泉
徴
収
票
ほ
か
平
成

　

20
年
の
所
得
が
分
か
る
も
の
を
募

　

集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
（
写
し
可
）

問

募　集

市では、お子さまが義務教育のため市内の小中学校に通学するうえで、経済的に困ってい
る保護者の方に対し、学用品費や給食費などを援助する事業を行っています。援助を受け
ようとする方は、申請が必要となります。

１　援助を受けることができる方
　生活保護世帯（要保護）、またはこれに準
ずる世帯（準要保護）と教育委員会が認定し
た世帯
２　援助の内容
　学用品費・通学用品費・校外活動費・新入
学児童生徒学用品費・修学旅行費・医療費（学
校保健法により治療の指示を受けた疾病に限
る）・給食費などで教育委員会が定めた金額
（国の基準に準ずる）
３　申請方法
　各小中学校に用意してある所定の就学援助

費申請書及び収入申告書に記入・押印し、前
年中の収入の分かる証明書などを添付の上、
在学の学校へ提出してください。
４　申請時期
　随時受け付けています。ただし、支給期間
は、必要書類を在学の学校へ提出した月の翌
月からとなります。
※援助を受けたい方は、事前に学校・教育委
員会などにご相談ください。
※申請されると、家庭状況を調べるために、
地区担当民生委員が自宅へ訪問しますので、
ご協力願います。　　

　

き
は
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一

　

部
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

⑷
そ
の
他

・
奨
学
生
が
放
校
処
分
に
付
さ
れ
た

　

と
き
は
、
た
だ
ち
に
奨
学
金
の
全

　

額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
な
く
な

　

っ
た
場
合
、
奨
学
金
貸
与
が
取
り

　

消
さ
れ
、
奨
学
金
の
返
還
を
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　　谷和原庁舎学校教育課　　☎ 58‐２１１１（内線８２０４・８２０５）
※奨学生・高等学校奨学生制度については、県教育庁高校教育課にも同様の制度が
あります。
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　成人おめでとう！！
　　４４０人が大人の仲間入り

   

昨
年
12
月
21
日
、
市
立
図
書
館
に

お
い
て
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

   

講
座
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
青
州

会
ど
ん
ぐ
り
村
の
認
知
症
介
護
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
坂さ
か

上う
え

香か

奈な

子こ

氏
を
講
師
に

招
き
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病

気
な
の
か
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
く

講
義
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
認
知
症
相

談
窓
口
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
認
知
症
を
理
解

し
よ
う
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
積

極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
56
人
の
方
に
、
認
知

症
の
方
を
支
援
す
る
目
印
と
し
て
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
交
付
し
、「
市
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
ま

し
た
。

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
数

多
く
の
人
々
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の

輪
を
広
げ
た
い
」「
周
囲
に
よ
り
関

心
を
も
ち
た
い
」「
男
性
の
参
加
が

多
く
驚
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
地
域
別
に
み
る
と
、
小

張
・
板
橋
・
東
地
区
19
人
、　

豊
・

谷
井
田
・
三
島
地
区
21
人
、　

谷
和

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
56
人
を

               

認
定
し
ま
し
た
！

原
地
区
13
人
、
市
外
３
人
で
、
60
代

の
参
加
者
が
最
も
多
く
全
体
の
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

え
、
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
21
年

度
も
引
き
続
き
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

１
月
11
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体

育
館
で
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
63
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
４
４
０
人
。
う
ち
３
１
５
人

が
成
人
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
新
成
人
の
有
志
で
組
織
さ

れ
た
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
っ

て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
市
長
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
自
分
た
ち

の
住
む
こ
の
郷
土
に
誇
り
を
も
っ
て

歩
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、

来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
た
く
さ
ん

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
荒あ
ら

井い

逸と
し
の
ぶ伸

さ
ん
が
、「
将
来
に
向
か
っ
て

大
き
な
希
望
と
夢
を
抱
き
、
こ
れ
か

ら
待
ち
受
け
る
多
く
の
課
題
に
立
ち

向
か
い
、
明
る
い
未
来
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
原
動
力
に
な
り
た
い
。」

と
、『
誓
い
の
言
葉
』
を
力
強
く
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
友
人
や
恩
師
と
懐
か

し
い
思
い
出
に
話
が
弾
み
、
終
始
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
補
助
金
等
審
議

会
か
ら
答
申

　

１
月
21
日
、市
長
の
諮
問
を
受
け
、

市
が
各
団
体
に
交
付
す
る
補
助
金
の

あ
り
方
や
補
助
額
、
補
助
率
に
つ
い

て
、
適
正
で
効
果
的
な
財
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
審
議
を
行
う
「
つ
く

ば
み
ら
い
市
補
助
金
等
審
議
会
」（
会

長
・
岩い
わ

佐さ

勝か
つ

廣ひ
ろ

氏
）
よ
り
、
飯
島
市

長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
市
内
の
識
見
者
３
人

と
議
会
か
ら
３
人
、
市
職
員
３
人
の

計
９
人
で
構
成
さ
れ
、
各
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
た
補
助
金
要
望
書
を
個

別
に
審
査
し
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
が
答
申
さ
れ
た
も
の

で
す
。

市長を交え地区ごとの記念撮影

熱心に聞き入る参加者の皆さん

答申書を飯島市長に手渡す岩佐会長（右）

つくばみらいＮｅｗｓ！
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家
族
経
営
協
定
調
印
式
に

　
　
　

７
組
の
家
族
が
参
加
し
ま
し
た

　

１
月
22
日
、
市
伊
奈
庁
舎
で
家
族

経
営
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
の
方

針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら

取
り
決
め
る
家
族
の
ル
ー
ル
で
す
。

　

協
定
書
に
は
、
参
加
し
た
家
族
ご

と
の
就
労
条
件
や
、
経
営
管
理
の
充

実
、
収
益
分
配
な
ど
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
農
業
経
営
の
さ
ら
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
市
長
、
茨
城
県
つ
く
ば

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
が

見
守
る
中
、
７
組
の
家
族
が
協
定
書

　　　
有料広告掲載欄
　　　　　
(半 枠)

有料広告掲載欄
(半 枠)

   

に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

●掲載位置 ●規　　格 ●広  告  料

市が指定するページの最下段
半枠指定換算で最大６枠／月

　半枠　縦4.5mm×横  8.9mm
　全枠　縦4.5mm×横18.2mm
　※色はブラック１色

　半枠　10,000円/月
　全枠　20,000円/月

　

市
で
は
新
た
な
財
源
の
確
保
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
広
報
つ
く
ば
み
ら
い
へ

の
有
料
掲
載
広
告
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
全
域
に
効
率
的
に
周
知
さ
れ
、
宣
伝
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
会
社
や
個
人
商
店
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
資
格

　

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
、
も
し
く
は
店

舗
を
有
す
る
方

■
募
集
広
告
数

・
平
成
21
年
４
月
〜
９
月
の
各
発
行
号

・
半
枠
指
定
換
算
で
最
大
６
枠

（
広
報
紙
は
原
則
毎
月
第
３
木
曜
日
発
行
）

■
申
込
受
付
期
間

　

２
月
19
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈪

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
原
稿

を
添
え
て
、
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１(

内
線
１
２
０
２)

　

◎
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
勤
務
内
容
＝
書
類
受
付
お
よ
び

　

デ
ー
タ
入
力

▼
募
集
人
員
＝
５
人
程
度

▼
応
募
資
格
＝
市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
方
（
た
だ
し
、
企
業
の
業
績
悪

　

化
な
ど
に
伴
い
、
解
雇
や
雇
用
期

　

間
満
了
等
で
失
職
し
、
雇
用
保
険

　

の
失
業
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

　

を
優
先
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜　

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
雇
用
期
間
＝
３
月
23
日
〜

　
　
　
　
　
　

６
月
30
日

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
、
谷
和
原

　

庁
舎
に
振
分
け

▼
時
給
＝
８
４
０
円

　

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

▼
申
込
期
間　

２
月
19
日
㈭
〜
27
日
㈮

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　
　

   

伊
奈
庁
舎
人
事
課

☎
58-

２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
１

・
１
２
２
２
）

緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て

　
　
　
　
　

市
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

協定調印した７家族の皆さん

つくばみらいＮｅｗｓ！

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
に

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

申
問

問
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収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、平
成
20
年
度
分
（
平
成
20
年
７
月
〜
平
成
21
年
６
月
）
の
「
保

険
料
免
除
」
お
よ
び
「
若
年
者
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
の
保
険

料
猶
予
）」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
年
度
内
に
申
請
を
し
て
、
免
除
基
準
に
該
当
と
な
り
承
認
さ
れ
る

と
、
７
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
さ
か

の
ぼ
っ
た
期
間
は
受
給
に
必
要
な
期
間
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　　 年金相談のお知らせ

「ねんきん特別便」について
　
社会保険労務士が相談に応じます。ぜひご利用

　ください。

　●相談予定日および会場
　　　３月17日㈫    谷和原庁舎２階第３会議室
　●相談時間　午前９時～午後４時
　●定　　員　18人（要予約）
　●申込方法　住所、氏名、性別、生年月日、基
　　　　　　　礎年金番号、電話番号を国保年金
　　　　　　　課までお知らせください。

　＜申し込み・問い合わせ先＞　
　　伊奈庁舎国保年金課　☎58-2111（内線1183）

●
免
除
の
種
類

　

免
除
の
種
類
は
、「
全
額
免
除
」
と

３
種
類
の
「
一
部
納
付
制
度
」
が
あ

り
、
一
カ
月
あ
た
り
の
納
付
額
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　
「
一
部
納
付
制
度
」
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
、
未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
付
を
お
忘
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

   　　　　　　     (納付額/月)
 ・全 額 免 除                  0円
・４分の１納付   　  3,600円
・半 額 納 付  　   7,210円
・４分の３納付  　 10,810円

※免除がない場合の納付額
    は、14,410円です。

 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方
へ

 　

未 

納 

の
ま
ま
に
せ
ず 

申 

請 

を

保
険
料
免
除

●
免
除
対
象
と
な
る
所
得
基
準

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
、
次
の
金
額
以
下
の
場
合
、

免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
全
額
免
除

　

57
万
円
＋
扶
養
親
族
人
数
×
35
万
円

・
４
分
の
１
納
付

【免除の種類】

年
金
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場

合
と
比
べ
て
、
次
の
よ
う
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

・
全
額
免
除　

６
分
の
２

・
４
分
の
１
納
付　

６
分
の
３

・
半
額
納
付　

６
分
の
４

・
４
分
の
３
納
付　

６
分
の
５

若
年
者
納
付
猶
予

　

若
年
者
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の

方
の
保
険
料
の
猶
予
）
は
、
本
人
と

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
次
の
金
額
以

下
の
場
合
、納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

・
納
付
猶
予
と
な
る
所
得
基
準

　

57
万
円
＋
扶
養
親
族
人
数
×
35
万
円

※
注
１　

年
度
途
中
で
30
歳
に
到
達

す
る
場
合
は
、
到
達
す
る
月
の
前
月

ま
で（
１
日
生
ま
れ
の
場
合
は
、前
々

月
ま
で
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
注
２　

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の

期
間
に
は
含
ま
れ
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10
年
以

内
に
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

保
険
料
の
追
納

　◆問い合わせ先

　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 ‐2111
（内線 1180 ～ 1187） 

　

78
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社

　

会
保
険
料
控
除
額
な
ど

・
半
額
納
付

　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

　

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
な
ど

・
４
分
の
３
納
付

　

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額

　

＋
社
会
保
険
料
控
除
額
な
ど

●
免
除
期
間
中
の
年
金
の
計
算

　

免
除
を
受
け
た
期
間
の
老
齢
基
礎

に
追
納
す
る
場
合
は
、
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

申
請
は

　

毎
年
度
必
要

毎
年
度
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
失
業

や
災
害
以
外
の
理
由
で「
全
額
免
除
」

ま
た
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
の
承

認
を
受
け
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
同
様
の
免
除
・
猶
予
の
承

認
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か ● 申請に必要なもの ●

（「保険料免除」「若年者納付猶予」共通）

◆年金手帳　　　◆認印
・平成20年１月１日以降に市へ転入してきた

　方は「平成20年度課税証明書(※)」
・平成19年度以降に失業したことを理由とす

　る場合は「雇用保険」「雇用保険被保険者離
　職票」などの写し
※ご本人の課税証明書とあわせて、世帯主および配偶

者の方の課税証明書が必要です。

じ
め
継
続
の
意
思
を
示
す
こ
と
に
よ

り
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
い
、自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
承
認
の
区
分
が
変
更
さ
れ
た
と
き

や
、
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

免
除
申
請
は
、
原
則
と
し
て
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
   ３月 ２日 ㈪ ９日 ㈪
 16日 ㈪ 20日 ㈮
 23日 ㈪ 30日 ㈪
 31日 ㈫ 

読み聞かせ会（虹の会）
 ３月14日 ㈯
　　午後２時
　　３歳ぐらいから

おはなし会
 ３月28日 ㈯

　　午後２時
　　３歳～７歳ぐらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館へのお問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

発表
!! 市立図書館

●大人の本　貸し出しベスト10
順位 タイトル 著　者

１ 容疑者Ｘの献身 東
ひがしの

野　圭
け い ご

吾

２ ホームレス中学生 田
た む ら

村　裕
ひろし

３ 嘘をもうひとつだけ 東野　圭吾
４ 片想い 東野　圭吾
５ レイクサイド 東野　圭吾

６
さまよう刃

やいば

東野　圭吾
楽園（上） 宮

み や べ

部　みゆき

８

悪魔の種子 内
う ち だ

田　康
や す お

夫
そうだったのか！中国 池

いけがみ

上　彰
あきら

楽園（下） 宮部　みゆき
るるぶ茨城 ‘07 ＪＴＢパブリッシング

●大人の本　予約ベスト10
順位 タイトル 著　者

１ 流星の絆 東野　圭吾
２ ホームレス中学生 田村　裕

３

ガリレオの苦悩 東野　圭吾
聖女の救済 東野　圭吾
夢をかなえるゾウ 水

み ず の

野　敬
け い や

也
６ ダイイング・アイ 東野　圭吾

７
陰日向に咲く 劇

げきだん

団　ひとり
時が滲

にじ

む朝 楊
ヤン

　逸
イー

９

親の品格 坂
ばんどう

東　真
ま り こ

理子

私の男 桜
さくらば

庭　一
か ず き

樹

　◎そのほか、『居眠り般音江戸双紙』シリーズ（佐
さ え き

伯泰
やすひで

英/著）、『いかだ満月』（山
やまもと

本
　　一

いちりき

力/著）などの時代小説に人気が集まりました。

●子どもの本　ベスト10

順位 タイトル 著　者

１ かいけつゾロリぜったいぜつめい 原
はら

　ゆたか/作・絵

２ かいけつゾロリきょうふの宝さがし 原　ゆたか/作・絵

３

かいけつゾロリのきょうふのカーレース 原　ゆたか/作・絵
かいけつゾロリのきょうふの大ジャンプ 原　ゆたか/作・絵
かいけつゾロリのじごくりょこう 原　ゆたか/作・絵

かおかおどんなかお 柳
やなぎはら

原　良
りょうへい

平/作・絵

しろくまちゃんのほっとけーき わかやま　けん/絵
ハリーポッターと謎のプリンス（上） Ｊ.Ｋ.ローリング/作

９ かいけつゾロリの大金もち 原　ゆたか/作・絵
10 こぐまちゃんのどろあそび わかやま　けん/絵

過去３カ月の貸し出し
　ランキングを知る方法

　館内にある「資料検索機」
を使って、過去３カ月の貸
し出しが多かった作品を探
すことができます。
　また、ご自宅などでも図
書館のホームページから探
すことができます。
　どうぞご利用ください！

図書館まめ知識

すべてそろっています！「2009年本屋大賞」ノミネート10作品
　「本屋大賞」とは、過去一年間に刊行された日本のオリジナル小説から、全国の新刊
書の書店で働く書店員が投票して選びます。2009年本屋大賞にノミネートされた作品
は、図書館にすべてそろっています。どの作品が大賞を獲得するか、予想してみては？

　『悼む人』天
て ん ど う あ ら た

道荒太/著、　『告白』湊
みなと

かなえ/著、　『出星前夜』飯
いいじまかずいち

嶋和一/著、　『ジョー
カー・ゲーム』柳

やなぎこうじ

広司/著、　『新世界より(上下)』貴
き し ゆ う す け

志祐介/著、　『テンペスト(上下)』
池
いけがみえいい ち

上永一/著、　『のぼうの城』和
わ だ

田竜
りょう

/著、　『ボックス！』百
ひゃくた

田尚
な お き

樹/著、　『モダンタ
イムス』伊

い さ か こ う た ろ う

坂幸太郎/著、　『流星の絆』東野圭吾/著

　昨年、図書館ではどんな本に人気が集まったのか、ランキング形式で発表します。
　図書館に来て「どの本を読んだらいいかわからないな…」などと悩んだときには、こ
のランキングを参考に本を手にしてみてはいかがでしょうか。

【ノミネート作品】
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市内の出来事
�〜 つくばみらいのわだい 〜

　　井土　正義さん　　　高野　智光さん　 　塚越　利雄さん　

 

米  

づ  

く  

り  

の  

達  

人  

た  

ち

　　

  

〜  

う
ま
い
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰  

〜

　

12
月
16
日
、
つ
く
ば
市
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
に
お
い

て
、
つ
く
ば
地
区
う
ま
い
米
づ

く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
当
市
か
ら
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
品
質
米
部
門
、
塚つ
か

越こ
し

利と
し

雄お

さ
ん（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
賞
）

●
安
全
安
心
米
部
門
、
井い

土づ
ち

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
（
つ
く
ば
農
業
改
良
推

進
協
議
会
長
賞
）

●
青
年
農
業
者
部
門
、
高た
か

野の

智と
し

光み
つ

さ
ん
（
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
茨
城
県
本
部
長
賞
）　

　

こ
れ
は
、
高
品
質
米
生
産
基

本
技
術
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
米

に
お
い
て
、
お
い
し
さ
の
指
標

と
な
る
玄
米
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
・
食
味
値
・
千
粒
重
に
つ
い

て
、
特
に
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
生
産
者
に
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。

　

３
人
の
達
人
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
う
ま
い
米
づ
く
り
と
と
も

に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県知事賞準特選を受賞した
　石引宏佳さんとその書道作品

 

書 

道 

で 

県 

知 

事 

賞 

準 

特 

選

         

〜  

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル  

〜

　

１
月
22
日
、
茨
城
県
庁
に
お
い

て
、
県
主
催
「
平
成
20
年
度
茨

城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー

ル
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
伊
奈
中

学
校
３
年
生
の
石い
し

引び
き

宏ひ
ろ

佳か

さ
ん
が

書
道
部
門
で
見
事
に
知
事
賞
準
特

選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

下
水
道
を
テ
ー
マ
と
し
た

作
品
を
募
集
す
る
こ
と
に

よ
り
、
下
水
道
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
普
及

と
十
分
な
活
用
を
促
進
す

る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、昨
年
９
月
６
・
７

日
に
市
の
小
絹
水
処
理
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
下

水
道
の
日
普
及
促
進
展　

下
水
道

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
市

内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た

ち
か
ら
募
集
し
、
展
示
し
た
作
品

の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
を
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
約
４
万
点
を
超
え
る

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

‘08
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿いただいた情報が必ず
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

 各 種 ス ポ ー ツ 大 会 結 果

　市内外で行われた各種スポーツ大会で、市民および市内団体

の活動した結果をお知らせします。

  優勝したつくばみらい市Ｂの皆さん

  ソフトバレーボールに出場の皆さん

◆平成20年度市ファイナル・フープ
期日　１月24日

結果【男子の部】

　　優勝　つくばみらい市Ｂ

◆ソフトバレーボール
　県メンズ・レディース大会
期日　１月18日

結果　【メンズの部】　　【レディースの部】

　　　優勝　ＴＭＣ　　優勝　　ＴＭＣさくら

　　　　　　　　　　　準優勝　ＴＭＣなのはな

き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

    

〜  

伊 

奈 

養 

護 

学 

校 

の 

皆 

さ 

ん 

が 

校 

外 

奉 

仕 

作 

業   

〜

　

１
月
16
日
、
伊
奈
養
護
学
校
高
等

部
作
業
学
習
班
の
生
徒
11
人
が
、
校

外
奉
仕
作
業
と
し
て
伊
奈
保
健
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
草
取
り
や
枝
切
り
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
活
動
を
校
外
に
広
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
多
く
の
人
と
の
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
熱
心
な
作
業
の

お
か
げ
で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆さんのおかげで、きれいになりました手をあげて道路をわたりましょう

　

１
月
13
日
か
ら
22
日
の
う
ち
の
６

日
間
、
交
通
安
全
母
の
会
・
伊
奈
支

部
の
方
々
が
、
伊
奈
地
区
の
各
幼
稚

園
・
保
育
所
に
お
い
て
、
幼
児
を
対

象
に
し
た
「
幼
児
交
通
安
全
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ケ
ン
ち
ゃ
ん
人
形
を

使
っ
た
腹
話
術
や
母
の
会
に
よ
る
寸

劇
を
見
た
り
、「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
お
遊
戯
を
し
な
が

ら
、
信
号
の
色
の
意
味
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
を
幼
児
た
ち

に
教
え
て
い
ま
し
た
。

み 

ぎ
・
ひ 
だ 
り 

を 

よ 

〜 

く 

み 

て

     　
　
　

〜   

幼  

児  
交  
通  

安  

全  

教  

室  

を  

開  

催    

〜
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グ
（
就
職
に
関
す
る
悩
み
の
相
談
等
）

※ 

就
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
２
月
26
日
㈭
、
３
月
17
日
㈫
、

26
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

※ 

事
業
主
の
方
に
は
、
求
人
も
受
け

付
け
ま
す
。

▼
相
談
時
間
＝
平
日

　

午
前
９
時
〜
正
午
、　

午
後
１
時

　

〜
４
時

　

 

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
南
地
区
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９ 

‐
８
２
５ 

‐
３
４
１
０

（
就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
内
職
紹
介
）

☎ 
０
２
９ 

‐ 

８
２
５ 

‐
２
８
２
２

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
適

職
診
断
・
就
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
）

　

県
で
は
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る

方
に
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
「
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら

き
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
就

職
に
役
立
つ
情
報
を
多
く
取
り
そ
ろ

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
希
望
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
就
職
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
職
業
紹
介
、
就

　

職
相
談
、
内
職
相
談
、
職
業
適
職

　

診
断
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

３
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
３
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮

  　
　

 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事
務
局

☎ 

58 

‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
２
０

〜
８
１
２
２
）

　

現
在
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
商
品
は
、「
エ
ア
コ

ン
」「
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
」「
冷
蔵

庫
」「
洗
濯
機
」
の
４
品
目
で
す
が
、

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
対
象
商

品
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
以
降
は
、
ご
み
と
し
て
は
出

せ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
追
加
対
象
商
品

▼
衣
類
乾
燥
機

▼
薄
型
テ
レ
ビ
（
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
式
）

　

Ｈ
Ｄ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
内
蔵
薄
型
テ
レ

　

ビ
や
付
属
品
リ
モ
コ
ン
・
ス
ピ
ー

　

カ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
モ
ニ
タ
ー

　
（
チ
ュ
ー
ナ
ー
付
き
）
も
含
む
。

・
対
象
と
な
ら
な
い
例

　
　

携
帯
可
能
な
液
晶
テ
レ
ビ
（
車

　

載
用
含
む
）、
電
源
と
し
て
一
次

　

 

電
池
ま
た
は
蓄
電
池
を
使
用
す
る

も
の
、
テ
レ
ビ
受
信
機
機
能
付
き

携
帯
電
話
・
カ
ー
ナ
ビ
・
Ｐ
Ｄ
Ａ

　

 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課

　

☎
58 

‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
３
５
〜
８
１
３
８
）

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

左
記
基
準
表
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
＝
社
会
福
祉
課

▼
必
要
書
類
＝
障
が
い
者
手
帳
、
印
鑑

 

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る

　

   

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
基
準

【 基  準  表 】
全額免除

（障がいのある方が
世帯にいる場合）

半額免除
（障がいのある方が
世帯主の場合）

身体障がい

同一世帯全員が

住民税非課税

・視覚または聴覚に障がいのある方
・重度（１級・２級）の障がいのある方

知的障がい ・重度（Ⓐ・A）の障がいがある方

精神障がい ・重度（１級）の障がいがある方

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
お
よ
び
引
揚
者
の
ご
本
人
に
対

し
て
、
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
外
）。

　

な
お
、引
揚
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

終
戦
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外

地
で
生
活
し
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
き

た
家
族
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制　

　

抑
留
者
、
引
揚
者
の
方
へ

　
　
　

特
別
慰
労
品
を
贈
呈

　
　

   

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
３
・
１
１
５
４
）

　

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
（
従
来

の
産
業
別
最
低
賃
金
）
が
次
の
①
〜

④
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
①

鉄
鋼
業
＝
７
８
２
円
、
②
は
ん
用
機

械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、
業
務

用
機
械
器
具
製
造
業
（
従
来
の
一
般

機
械
器
具
製
造
業
）
＝
７
６
９
円
、

③
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、
医
療

用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学
機

械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器

具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・

同
部
品
製
造
業
（
従
来
の
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
、
精
密
機
械
器
具

製
造
業
）
＝
７
６
２
円
、
④
各
種
商

品
小
売
業
＝
７
３
４
円
。（
平
成
20
年

12
月
31
日
発
効
）

　

 

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎ 

０
２
９ 

‐ 

２
２
４ 

‐
６
２
１
６

URL  http://www.ibarakiroudoukyoku.go.jp/
※
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
で
も

　

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

特
定
最
低
賃
金
が
改
定

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
商
品
の
追
加

農
業
委
員
会
各
種
申
請

い  

ば  

ら  

き  

就  

職

                

支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
）

問

問申

申

問

問

問

問

　

小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に

　

来
ら
れ
る
方

▼
限
度
数
＝
１
世
帯
５
袋
ま
で

▼
申
込
方
法
＝
下
水
道
課
ま
で
、
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
期
的
に
生
産
し
て
い
ま
す
が
、            

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
在

　

 

庫
が
な
か
っ
た
場
合
は
予
約
を
受

け
付
け
、入
荷
後
に
連
絡
し
ま
す
。

※
再
度
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
肥
料

　

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
１
カ
月
以

　

上
経
過
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
願

　

い
ま
す
。  

 　
　

  

下
水
道
課

　
　
　
（
小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
内
）

☎  

52 

‐
３
９
３
９

問
申

▼
請
求
方
法
＝
請
求
書
な
ど
の
関
係

　

書
類
を
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

へ
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
様

　

式
は
、社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

▼
請
求
期
限
＝
３
月
31
日
㈫

　

 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

☎
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

▼
対
象
者
＝
原
則
市
内
在
住
の
方
で
、
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③
前
記
以
外
の
階
の
う
ち
、
７
㎡
以

上
の
居
室
が
５
室
以
上
あ
る
階
の
廊

下
な
ど
の
天
井
ま
た
は
壁

●
設
置
上
の
主
な
注
意
点

①
天
井
に
取
り
付
け
る
と
き
は
、
壁

や
梁は
り

な
ど
か
ら
60
㎝
以
上
離
す

②
壁
に
取
り
付
け
る
と
き
は
、
天
井

か
ら
下
方
15
〜
50
㎝
以
内
の
位
置　

に
設
け
る

③
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
口
か

ら
1.5
ｍ
以
上
離
す
。

※
不
適
正
な
価
格
・
無
理
強
い
販
売

　

な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署  

☎ 

58 

‐
０
１
１
１

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

市
町
村
合
併
の
進
展
や
、
高
速
道

路
網
・
情
報
通
信
手
段
の
整
備
状
況

な
ど
の
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、

地
方
総
合
事
務
所
な
ど
の
県
の
出
先

機
関
を
再
編
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
の
所
在
地
や

担
当
窓
口
・
連
絡
先
・
担
当
業
務
な

ど
の
詳
細
は
、
３
月
ご
ろ
に
茨
城
県

の
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
場
合
】

▼
県
民
相
談
、
建
築
確
認
な
ど
＝
県

　

南
県
民
セ
ン
タ
ー

▼
生
活
保
護
、
母
子
寡
婦
自
立
支
援

　

な
ど
＝
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

▼
農
林
業
の
振
興
、
農
地
転
用
許
可

　

な
ど
＝
県
南
農
林
事
務
所
（
営
農

　

相
談
な
ど
・
つ
く
ば
地
域
農
業
改

　

良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
県
税
の
収
納
、
納
税
証
明
な
ど
＝

　

土
浦
県
税
事
務
所

▼
工
事
の
入
札
・
執
行
、
占
用
許
可

　

な
ど
＝
土
浦
土
木
事
務
所

　

  

茨
城
県
総
務
部
人
事
課

☎ 

０
２
９ 

‐ 

３
０
１ 

‐
２
２
６
７

　

３
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯
は
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

『
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
』
と
全
国
統
一
標
語
を
定

め
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

【
４
つ
の
対
策
】

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
燃
え
に
く
い
製
品
（
防
炎

品
）
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、消
火
器
等
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

た
ち
を
守
る
た
め
に
、
近
隣
の
協
力

体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

☎
58
‐
０
１
１
１　

　

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
の
悪
用
を
目
的

に
作
ら
れ
た
「
ボ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
ウ
イ
ル
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
内
の
情
報
や
入
力
し
た

ID
、パ
ス
ワ
ー
ド
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
な
ど
を
盗
み
出
さ
れ
、
不
正

に
利
用
さ
れ
る
な
ど
の
深
刻
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ボ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も

「
パ
ソ
コ
ン
の
動
作
が
遅
く
な
っ
た
」

「
急
に
動
作
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
」
な
ど
の
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
気
づ
き
ま
せ
ん
。

　

症
状
の
現
れ
て
い
な
い
場
合
で
も

　

総
務
省
で
は
、
２
０
１
１
年
7
月

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
へ
の
完
全
移
行
に
向
け
て
、「
総
務

省
茨
城
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
所
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
受
信
者
の
方
に
円
滑
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る

相
談
対
応
や
受
信
実
態
の
調
査
な

ど
、
地
域
実
情
に
応
じ
た
「
受
信
者

サ
ポ
ー
ト
」
を
行
い
ま
す
。

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

（
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
５
７
０-

07-

０
１
０
１

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ

ナ
交
換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な

い
工
事
や
代
金
請
求
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
手
口
の
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
手
口
そ
の
１
＝
総
務
省
や
テ
レ
ビ

局
の
名
前
で
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

切
り
替
え
助
成
金
」
が
支
給
さ
れ
る

の
で
、
手
数
料
を
支
払
う
よ
う
書
か

れ
た
手
紙
を
送
り
つ
け
る
。

●
手
口
そ
の
２
＝「
テ
レ
ビ
局
職
員
」

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策

員
」
を
名
乗
る
者
が
自
宅
に
来
て
、

受
信
工
事
や
テ
レ
ビ
の
調
整
の
代
金

支
払
い
を
求
め
る
。

　

地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ
レ

ビ
局
、
そ
の
関
係
機
関
が
お
金
を
請

求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
は
支
払
わ
ず
、
左
記
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
放
送

部
放
送
課

☎
０
３-

６
２
３
８-

１
９
４
４

●
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

07-

０
１
０
１

●
常
総
警
察
署

☎
22-

０
１
１
０

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
25-

３
２
８
８

「
地
デ
ジ
」
詐
欺
に
ご
注
意

「
地
デ
ジ
」
完
全
移
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
て

パ
ソ
コ
ン
ウ
イ
ル
ス
流
行
中

県
の
出
先
機
関
が
再
編
さ
れ
ま
す

問

問

問

問

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
以
下
の
サ
イ
ト
で
感
染
し
て

い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
感
染
し

な
い
た
め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ボ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
の
駆
除
・
対
策

　

手
順

　
（
サ
イ
バ
ー
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　

U
RL   http://bot.ccc.go.jp/

▼
感
染
し
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

①W
indow

s U
pdate

を
行
う

　

②
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入

　

す
る

　

③
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ル
ー
タ
を
使
っ

　

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
す
る

　

ポ
イ
ン
ト―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ

　

の
対
策―

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
や
め
よ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

問
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
済

ん
で
い
ま
す
か
？

　

消
防
法
お
よ
び
市
町
村
条
例
に
よ

り
、
新
築
住
宅
に
は
す
で
に
設
置
さ

れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
既
存
住

宅
に
つ
い
て
も
本
年
５
月
末
日
ま
で

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
主
な
設
置
場
所

①
寝
室
の
天
井
ま
た
は
壁

②
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
踊
場
の
天

井
ま
た
は
壁

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
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保 

健 

だ 

よ 

り

「お口の
　 パトロール隊」

介護予防特定高齢者事業

　

高
齢
に
な
る
と
、
誤ご

え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎

で
亡
く
な
る
方
が
増
加
し
ま
す
。

　

こ
の
肺
炎
は
、
高
齢
に
よ
り
飲

み
込
む
力
が
低
下
し
た
と
こ
ろ

に
、
口
の
中
の
汚
れ
や
細
菌
な
ど

が
誤
っ
て
気
管
に
入
り
込
ん
で
起

こ
り
ま
す
。
症
状
は
ひ
ど
い
せ
き

や
高
熱
な
ど
は
あ
ま
り
み
ら
れ

ず
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
発
病
し
、

寝
た
き
り
の
原
因
や
死
亡
に
も
な

り
得
る
病
気
で
す
。

　

こ
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
飲
み
込
む
力
や
口
の
中
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
「
介
護
予
防
」

の
一
環
と
し
て
、
歯
科
衛
生
士
と

一
緒
に
口
の
中
の
環
境
を
良
好
に

保
つ
方
法
を
見
つ
け
て
い
く
「
お

口
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
歯
、
入
れ
歯
を
問
い

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と･･･

①
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

　

↓
口
の
環
境
改
善
の
た
め
に
無

　
　

理
の
な
い
計
画
を
た
て
ま
す
。

②
自
宅
で
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
！

　

↓
歯
科
衛
生
士
が
ご
自
宅
に
訪

　
　

問
し
、
状
態
に
合
わ
せ
た
口

　
　

の
管
理
方
法
や
体
操
を
一
緒

　
　

に
行
い
ま
す
。

③
３
〜
６
ヵ
月
後
に
再
チ
ェ
ッ
ク
!!

　

↓
再
度
歯
科
衛
生
士
が
訪
問

　
　

し
、
チ
ェ
ッ
ク
後
の
口
の
状

出動中！

態
を
確
認
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝
平
成
20
年
度

介
護
予
防
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
で
、

口
腔
に
関
す
る
問
診
３
項
目

中
、
２
項
目
以
上
該
当
さ
れ

た
方
（
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
を
除
く
）

●
申
込
期
限
＝
３
月
10
日
㈫

　◆問い合わせ先

　伊奈庁舎介護福祉課
　☎ 58 ‐2111
　　　　（内線 1172） 

● 献血のお知らせ ●
皆さんのご協力をお願いします。

◎期日＝３月３日㈫
○午前の部（10時～正午）
　　場所　市役所谷和原庁舎
○午後の部（１時～３時30分）
　　場所　ドラッグストアクラモチ谷和原店

◆
◆ 

最
近
の
流
行
状
況
は
？ 

◆
◆

　

平
成
20
年
の
発
生
状
況
は
、
全
国

で
約
１
万
１
０
０
０
人
の
患
者
が
発

生
し
、
10
代
、
20
代
の
年
齢
層
で
約

70
％
と
多
く
、
次
い
で
乳
幼
児
期
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
に
か
か
る
と
重
症
化
し
、

脳
炎
や
肺
炎
な
ど
で
重
い
後
遺
症
が

残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
◆ 

唯
一
の
予
防
方
法　

「
予
防
接
種
」
を
受
け
ま
し
ょ
う 

◆
◆

　

麻
し
ん
の
予
防
法
は
た
だ
一
つ
、

「
予
防
接
種
」
で
す
。
た
だ
し
、
乳

幼
児
期
の
１
回
だ
け
の
予
防
接
種
で

は
、
麻
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
約
10

年
で
な
く
な
り
、
ま
た
麻
し
ん
に
か

か
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

免
疫
を
長
い
期
間
持
続
さ
せ
る
に

は
、
２
度
目
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
中
学
１
年
生
、
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
に

も
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
5
年
間
の
経
過
措
置
あ

り
）。
ま
だ
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
予
防
接
種
の
協
力
医
療
機

【
定
期
接
種
の
対
象
】

第
１
期
＝
１
歳
か
ら
２
歳
未
満

第
２
期
＝
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

第
３
期
＝
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す

る
１
年
間

　◆問い合わせ先

　健康増進課
　（保健福祉センター内）
　☎ 25‐2100 

関
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
健
康
管
理
予
定
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
４
期
＝
高
校

３
年
生
に
相
当

す
る
１
年
間

※
第
2
期
〜
4

期
の
接
種
期
間

は
、
３
月
末
日

ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

〜 
麻
し
ん
風
し
ん

　
　
　

  　
予
防
接
種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？ 

〜
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３月保健カレンダー
２ 月

移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
場所：東楢戸集落センター

３ 火 健康増進室利用講習会　午前９時～

４ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】 午前11時～

５ 木 ミニ教室【チューブ運動】 午前11時～

６ 金 ミニ教室【バランスボール】 午前11時～

７ 土
パパママ教室（予約制）　午前９時～正午
場所：谷和原保健福祉センター
対象：ご夫婦で参加できる方

10 火
ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　　　場所：谷和原公民館
　　　対象：生後1～ 12カ月の乳児と保護者

11 水

プレママ教室（予約制） Ａ：午前９時30分～正午
 Ｂ：午後１時～４時
場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～

12 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

13 金

ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
離乳食教室（予約制）前半：午後１時～２時
　　　　　　　　　　後半：午後２時30分～ 3時30分
　　　　　　　　　　　　　場所：伊奈保健センター

14 土 健康増進室利用講習会　午後１時～

16 月
２歳児歯科健診　午後１時～２時
場所：谷和原保健福祉センター
対象：平成19年１・２月出生児

17 火

育児相談（予約制）    午前10時～ 11時30分
　　　　　　　　　 　　  場所：谷和原保健福祉センター
３～４ヵ月児健診　午後１時～２時
場所：谷和原保健福祉センター
対象：平成20年11・12月出生児　

18 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
２歳児歯科健診　午後１時～２時
場所：伊奈保健センター
対象：平成19年１・２月出生児
健康増進室利用講習会　午後６時30分～

19 木

ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
３～４ヵ月児健診　午後１時～２時
場所：伊奈保健センター
対象：平成20年11・12月出生児　

20 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

22 日 健康増進室利用講習会　午後１時～

　★健康増進室の利用時間
　　・火～土曜日：午前９時～午後８時30分
　　・日　曜　日：午前９時30分～午後７時30分
　　※月曜日は休室になります。

◆申し込み・問い合わせ先　　　  

　健康増進課

（谷和原保健福祉センター内）

　☎ 25 - 2100

24 火
こころの健康相談（予約制）
午後１時30分～３時30分
場所：谷和原保健福祉センター

25 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】 午前11時～

26 木 ミニ教室【チューブ運動】 午前11時～

27 金 ミニ教室【バランスボール】 午前11時～

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）
※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。

健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた

だけます。事前の申し込みが必要になります。

　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・

汗ふきタオルなどをご持参ください。

●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。

　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。

●申 込 日　
２月23日㈪～受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の

　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）

　都合により休講、または変更になる場合があります。

●定 員　各日とも17人　（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り

●参　  加 　 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。
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谷 和 原 庁 舎             １日・15日

伊 奈 庁 舎           ８日・22日

開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）
 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

 【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　  鑑登録および印鑑証明書などの発行

※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
の登録・証明書発行などの手続きはできません。

問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問い合わせ先
   ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）
　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（３月）

行　政　相　談

教　育　相　談
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
    　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）

　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

　●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん（元小絹中学校校長）

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく

い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ

りませんか？　こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　３月19日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　会議室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　３月３日㈫　法律相談（弁） … 保健福祉センター
　   　10日㈫　法律相談（弁） … すこやか福祉館
　　   16日㈪　心配ごと相談 … すこやか福祉館
　　　　〃　　心配ごと相談 … 保健福祉センター
　　   17日㈫　法律相談（司） … 保健福祉センター
　　   24日㈫　法律相談（弁） … すこやか福祉館

 日曜日開庁のお知らせ（３月）

消　費　生　活　相　談
　市消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活
全般に関する苦情や問い合せを専門の相談員が受け付けて
います。消費生活についてのトラブルに巻き込まれたり、
迷ったりしたときには、お気軽にご相談ください。

　日　時　毎週水・金曜日　午前９時～正午、午後１時～午後４時
　場　所　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）　
　　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　℻ 57-2288 

       休日当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

３月１日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

８日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

15日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

20日㈷ 取手協同病院 取手市 0297-74-5551

22日㈰ きぬ医師会病院 常総市 0297-23-1771

29日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

  小児科救急当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

　　　　　　くみとり
業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   

根柄を除く）

板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関 東 商 事 ㈱
0298-36-3007

板橋（高岡を除く）

東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）
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水道漏水修理当番（３月）

　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番

になっていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 日 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357

２ 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

３ 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱豊島産業 52 - 3335

４ 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011

５ 木 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲川口商事 52 - 3286

６ 金 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804

７ 土 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579

８ 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱新みらい 34 - 1088

９ 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298

10 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619

11 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常磐興業㈱ 52 - 2203

12 木 松本工業㈱ 58 - 2187 常総土木工業㈱ 52 - 5357

13 金 成島建設㈱ 58 - 1131 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

14 土 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱豊島産業 52 - 3335

15 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011

16 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286

17 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804

18 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579

19 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱新みらい 34 - 1088

20 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 4854

21 土 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619

22 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203

23 月 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357

24 火 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

25 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335

26 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011

27 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286

28 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲片見設備工業 52 - 5804

29 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579

30 月 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱新みらい 34 - 1088

31 火 成島建設㈱ 58 - 1131 谷原建設㈱ 52 - 2298

火災・救急統計
●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

1月分
1件

　0件
0件
1件

　1月分
18件
96件

　19件
133件

21年分
1件

　0件
0件
1件

21年分
18件
96件

　19件
133件

　☆納期限は３月31日㈫です。

ふ  

る 

さ 

と 

づ 

く 

り 

寄 

附

皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

　
　

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

伊
奈
庁
舎
財
政
課

   

市
長
１
月
の
動
静
（
１
月
５
日
〜
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公

開
し
ま
す
。

３月の納税など
保 育 料　　　３ 月 分   
児 童 ク ラ ブ 　 ３ 月 分
水 道 使 用 料　　　１ 月 分
下 水 道 使 用 料　　　１ 月 分
農 集 排 使 用 料　　　１ 月 分
コ ミ プ ラ 使 用 料　　　１ 月 分
住 宅 使 用 料　　　３ 月 分
地 　 代　　　３ 月 分

【おわびと訂正】
　
広報つくばみらい１月号火災・救急統計中     

火災累計件数、救急12月件数にそれぞれ、誤
りがありました。おわびして次のとおり訂正
します。　　　　

20年分火災累計
・建物11件・車両3件・その他11件・計25件

12月分救急件数
・交通事故13件・急病78件・その他20件
・計111件

５
日
㈪
＝
仕
事
始
め
式
、
庁
議

７
日
㈬
＝
補
助
金
等
審
議
会

８
日
㈭
＝
千
鳥
会
、
県
関
係
機
関
等
あ
い
さ
つ
回
り

９
日
㈮
＝
明
日
の
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
新
春
の
集
い

11
日
㈰
＝
出
初
め
式
、
成
人
式

13
日
㈫
＝
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
協
議
会
正
副
管
理
者
会

14
日
㈬
＝
県
農
地
局
長
来
訪
、
県
租
税
債
権
管
理
機
構   

               

事
務
局
長
来
訪 

15
日
㈭
＝
市
商
工
会
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

16
日
㈮
＝
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
修
会

18
日
㈰
＝
三
師
会
合
同
新
年
会　
　
　

19
日
㈪
＝
市
高
年
ク
ラ
ブ
研
修
会

20
日
㈫
＝
県
市
長
会

21
日
㈬
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会
、
補
助
金
等       

　
　
　
　

 

審
議
会
答
申
、
利
根
川
水
系
県
南
水
防
事
務

組
合
管
理
者
会

22
日
㈭
＝
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式

23
日
㈮
＝
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

26
日
㈪
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会
、
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

27
日
㈫
＝
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

28
日
㈬
＝
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

29
日
㈭
＝
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委

　
　
　
　

員
会
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
５
市
首
長
懇
談
会　

30
日
㈮
＝
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
取
手
市
外
２
市
火
葬
場

　
　
　
　

組
合
管
理
者
会

問☎  

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）
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地
域
活
動
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？
「
町

の
清
掃
」、「
近
所
の
お
年
寄
り
の
話

し
相
手
」
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
多
数
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
地
域
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
お
互

い
に
連
携
し
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
に

は
24
グ
ル
ー
プ
で
、
約
５
３
０
人
の

会
員
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
活
動
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
自

分
の
住
む
地
域
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

と
、
あ
な
た
の
人
生
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
谷

和
原
支
所
）
へ
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
25
‐
２
１
０
１

つ
く
ば
み
ら
い
の

◆
設
立
時
期　

平
成
13
年
4
月

◆
会  

員  

数　

21
人

◆
会
の
目
的　

食
を
味
わ
い
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
あ
じ
わ
い
、
お
互

                      

い
に
笑
顔
で
無
理
を
し
な
い
で
続
け
よ
う
。

◆
活
動
実
績　

年
３
回
の
食
事
づ
く
り
、
各
行
事
参
加
、
グ
ル
ー
プ
交
流            

　
【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
　

味
・
・
・
・
味
わ
う
・
・
・
・

　
　

あ
じ
わ
い
・
・
・
・

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
計
画

に
基
づ
い
て
、
会
食
・
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
調
理
並
び
に
配
達
を
行
っ
て
い

ま
す
。
他
グ
ル
ー
プ
と
交
代
で
担
当

す
る
の
で
、
年
に
３
回
程
度
の
活
動

で
す
。
各
自
の
予
定
に
も
組
み
入
れ

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

季
節
を
感
じ
味
わ
え
る
献
立
・
食

材
を
基
に
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
食

べ
や
す
さ
・
お
い
し
さ
・
見
た
目
の

美
し
さ
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
調
理

し
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
が
届
く
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
方
も
多
く
、
皆
さ
ん
の
喜
ん

で
く
だ
さ
る
笑
顔
と
心
に
感
謝
し
、

元
気
を
い
た
だ
き
毎
回
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

食
を
味
わ
い
地
域
の
つ
な
が
り
を

【
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
全
部
で

４
名
と
少
数
で
す
。
主
な
活
動
は
、

年
に
10
回
ぐ
ら
い
集
ま
り
、
使
用
済

み
切
手
を
整
理
し
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
へ
送
付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
集
ま
っ
た
切
手
は
、
東

京
の
援
助
団
体
に
送
付
さ
れ
、
回

収
業
者
を
通
し
換
金
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
切
手

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
助
成
金

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
切
手
を
整
理
し
な
が
ら
会

員
皆
で
、
は
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
は
、
今
ま
で
見

た
こ
と
が
無
い
珍
し
い
切
手
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
と
し
て
は
、
お

年
寄
り
の
方
に
食
事
を
作
り
ま
す
。

◆
設
立
時
期　

平
成
13
年
４
月

◆
会  

員  

数　

４
人

◆
会
の
目
的　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
と
お
し
て
個
々
の
意
識
を
高
め
る

◆
活
動
実
績　

 

使
用
済
切
手
の
整
理
、
配
食
・
会
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理

お
よ
び
市
行
事
へ
の
参
加
・
協
力

あ
じ
わ
い
、
人
と
人
と
の
心
の
交
流

を
も
あ
じ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
年
に
３
回

程
度
調
理
し
て
い
ま
す
が
、
お
年
寄

り
の
方
の
笑
顔
を
見
る
た
び
、
私
た

ち
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ

問

使用済み切手の整理

会食・給食サービスの調理

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

あ　

じ　

わ　

い 

た　

ん　

ぽ　

ぽ

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり




